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一
般
会
計
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

◆
災
害
へ
備
え
ま
す

・
減
災
対
策
事
業

２
６
６
２
万
５
０
０
０
円

　
ア
ル
フ
ァ
米
や
保
存
水
等
の
災

害
用
備
蓄
品
及
び
簡
易
ベ
ッ
ド
の

購
入
等
、
避
難
生
活
で
必
要
と
な

る
物
資
を
購
入
し
ま
す
。

・�

空
調
設
備
整
備
事
業
（
小
学
校
、

中
学
校
）

８
億
６
３
６
８
万
６
０
０
０
円

　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
市
内

小
学
校
、
中
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
の
整
備
を
順
次
行
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
工
事
を
開
始
し
、

令
和
７
年
度
に
完
了
す
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す

・
健
全
育
成
活
動
事
業

１
４
８
９
万
３
０
０
０
円

　
学
校
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

中
間
的
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
、

試
行
的
に
南
中
学
校
へ
校
内
ス
ペ

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
設
置

し
ま
す
。
教
員
免
許
を
持
っ
た
職

員
を
常
時
１
名
配
置
し
、
支
援
が

必
要
な
生
徒
へ
個
別
に
対
応
し
ま

す
。

　
学
校
内
に
落
ち
着
い
て
生
活
で

き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
登
校

し
や
す
く
な
る
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
は
、
２

月
26
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
25

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政

方
針
に
対
し
、
各
会
派
が
代
表
質

問
を
行
い
ま
し
た
。（
代
表
質
問

の
要
旨
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
）

　
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
各
特
別
・
企
業
会
計
の
当
初

予
算
等
市
長
提
出
議
案
28
件
、
議

員
提
出
議
案
と
し
て
３
件
の
意
見

書
な
ど
を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し

た
。

　
委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
６

ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
、「
市
政

に
対
す
る
一
般
質
問
」
は
10
ペ
ー

ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
ま

す
。

特
別
会
計
な
ど

　
　新
年
度
予
算
決
ま
る

　
４
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
、
農
業

集
落
排
水
事
業
会
計
の
令
和
６
年

度
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

２
７
７
億
７
８
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
　

３
月
定
例
会

概
　
要

その他　1,361,215 千円
　　　　4.9％

分担金及び負担金
253,251 千円
0.9％

諸収入
613,343 千円

2.2％

繰入金
1,529,274 千円

5.5％

地方交付税
2,539,000 千円

9.2％

県支出金
2,038,456 千円

7.3％
市債

3,041,200 千円
11.0％

国庫支出金
4,923,412 千円

17.7％

         

市税　9,944,849 千円
35.8％

地方消費税交付金
1,534,000 千円

5.5％

歳入
27,778,000 千円 

●特別会計
会　計　別 予算額（千円） 前年度比（％）

国 民 健 康 保 険 6,496,222 △ 2.4
介 護 保 険 4,681,537 3.1
後 期 高 齢 者 医 療 1,101,557 16.4

吉川美南駅東口周辺地区
土地区画整理事業 3,808,388 △ 25.9

合　　　計 16,087,704 △6.9

会　計
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注
：
事
業
会
計
に
お
い
て
資
本
的

収
入
が
資
本
的
支
出
に
対
し
不
足

す
る
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
す
。

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◇�

吉
川
市
水
道
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
持
続
可
能
で
信
頼
さ
れ
る
水
道

の
実
現
の
た
め
に
、
水
道
料
金
等

を
改
定
す
る
と
と
も
に
水
道
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

　
料
金
の
改
定
は
、
料
金
水
準
を

平
均
24
％
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

メ
ー
タ
ー
の
口
径
別
に
基
本
料
金

を
設
定
す
る
な
ど
の
変
更
を
行
い

ま
す
。

◇�

吉
川
市
介
護
福
祉
総
合
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
社
会
情
勢
や
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◇�

吉
川
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
入
院
及
び
通
院
に
係
る
子
ど
も

医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を
現
在

の
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
に
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
す
。

◆
三
世
代
同
居
を
支
援
し
ま
す

・
建
築
行
政
事
業

６
１
７
万
３
０
０
０
円

　
旭
・
三
輪
野
江
地
区
で
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
等
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
外

か
ら
の
若
者
世
帯
の
転
入
や
、
地

域
居
住
者
の
子
や
孫
に
よ
る
二
世

代
、
三
世
代
家
族
の
同
居
及
び
近

居
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
取
得

及
び
増
改
築
に
要
す
る
費
用
を
支

援
す
る
制
度
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
公
共
交
通
の
充
実
を
図
り
ま
す

・
公
共
交
通
対
策
事
業

５
２
０
３
万
６
０
０
０
円

　
市
内
に
本
社
が
あ
る
公
共
交
通

事
業
者
の
従
業
員
の
第
二
種
運
転

免
許
取
得
費
用
を
補
助
し
、
運
転

手
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

◆�

県
内
で
初
め
て
リ
バ
ー
ス
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
※
を
採
用
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

・
庁
舎
管
理
管
理
事
業

１
億
６
１
７
万
２
０
０
０
円

・
学
校
管
理
運
営
事
業（
小
学
校
）

２
億
３
６
１
５
万
４
０
０
０
円

・
学
校
管
理
運
営
事
業（
中
学
校
）

　
１
億
２
０
４
万
円

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
市
庁
舎
の
電

力
を
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
等
の
理
由
か
ら
入
札

に
参
加
で
き
る
事
業
者
が
い
な
い

こ
と
が
課
題
で
し
た
。
リ
バ
ー
ス

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
安
定
し
て
入
札
を
成
立
さ
せ
、

安
価
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

力
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

埼
玉
県
内
の
自
治
体
と
し
て
初
め

て
市
庁
舎
と
市
内
小
中
学
校
の
電

力
へ
導
入
し
ま
す
。

※
リ
バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
は

　
新
た
な
電
力
調
達
の
手
法
と
し
て
小

売
電
気
事
業
者
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形
式

で
繰
り
返
し
入
札
を
行
い
、
最
安
値
を

提
示
し
た
事
業
者
を
落
札
者
と
す
る
方

式
で
す
。
す
で
に
国
に
お
い
て
実
績
が

あ
り
、
自
治
体
に
も
導
入
促
進
が
図
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

歳出
民生費

11,763,638 千円
42.3％

諸支出金
290 千円　0.0％

予備費
15,000 千円　0.1％

商工費
153,721 千円　0.6％

議会費
212,674 千円　0.8％

農林水産業費
274,139 千円　1.0％
消防費
1,260,346 千円　4.5％

衛生費
2,011,392 千円

7.2％

公債費
2,138,943 千円

7.7％

総務費
2,421,634 千円

8.7％

土木費
3,153,998 千円

11.4％

7,778,000 千円 

教育費
4,372,225 千円

15.7％

●水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
水道事業収益 1,646,841 資本的収入 288,523
水道事業費用 1,573,743 資本的支出 859,924

●下水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
下水道事業収益 1,574,701 資本的収入 1,077,116
下水道事業費用 1,512,363 資本的支出 1,364,794

●農業集落排水事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
農業集落排水事業収益 53,627 資本的収入 10,244
農業集落排水事業費用 53,543 資本的支出 15,737

一　般
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吉
川
駅
北
口
周
辺
地
域
の
具
体
的
な

治
水
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
昨
年
６
月
の
大
雨
で
は
、
１
時
間
あ

た
り
最
大
53
㎜
だ
っ
た
。
今
回
は
55
㎜
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
計
算
で
は
、

47
㎝
あ
る
浸
水
が
８
㎝
に
軽
減
さ
れ
る
。

　
　
他
地
区
（
南
中
学
校
周
辺
地
区
・
須

加
榎
戸
地
区
等
）
で
の
浸
水
対
策
に
つ
い

て
。

答
須
加
榎
戸
地
区
は
、
東
埼
玉
道
路
の

関
連
で
、
ま
ち
の
形
が
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、
貯
水
を
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。

　
ま
た
、
南
中
学
校
周
辺
地
区
は
、
県
の

下
水
道
関
係
の
方
た
ち
と
意
見
交
換
を
し

た
。
排
水
区
を
越
え
て
、
調
整
池
を
整
備

し
貯
水
す
る
に
は
、
県
の
許
可
が
必
要
と

な
る
。
県
と
共
に
整
備
で
き
な
い
か
お
願

い
を
し
て
い
る
。

　
吉
川
市
「
第
６
次
総
合
振
興
計
画
」
の

４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
17
項
目

に
わ
た
っ
て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以

下
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

問
三
輪
野
江
南
部
工
業
団
地
開
発
に
つ

い
て
、
昨
年
の
９
月
議
会
で
は
「
埼
玉
県

企
業
局
と
市
と
の
共
同
事
業
方
式
に
よ
る

開
発
を
優
先
し
て
検
討
し
て
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
、
事
業
主

体
を
含
め
た
三
輪
野
江
の
工
業
団
地
開
発

に
お
け
る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答
多
く
の
方
が
民
間
開
発
に
よ
る
事
業

化
を
望
ん
で
い
る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
地
権
者
の
皆
さ
ま
の
そ
う

し
た
ご
意
向
を
踏
ま
え
、
ま
た
地
域
の

方
々
へ
も
現
状
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
関

係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う

代
表
質
問市

長
の
施
政
方
針

【
四
つ
の
重
点
テ
ー
マ
】

 

▼
命
を
守
る

 

▼�

子
ど
も
の
笑
顔
を
未
来
に
つ
な
ぐ

 

▼
誰
も
が
輝
く
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
る

 

▼
価
値
を
高
め
、
次
世
代
に
継
承
す
る

　
２
月
28
日
、
中
原
市
長
の
施
政
方
針
に
対
し
、

各
会
派
の
代
表
者
６
名
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
と
答
弁
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
和
市
民
ク
ラ
ブ

降
旗
　
聡

自
由
民
主
党

　
吉
川
市
議
員
団

松
﨑
　
誠

問 問
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元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

は
家
屋
や
様
々
な
命
綱
が
長
期
に
渡
り
消

失
と
な
っ
た
。
①
避
難
所
と
な
る
小
中
学

校
等
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
計
画
内
容
は
。

②
高
い
評
価
が
で
き
る
「
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
大
」。
実
施
に
あ

た
り
見
解
を
。
③
「
吉
川
市
農
業
パ
ー
ク

基
本
構
想
」
実
現
へ
の
意
気
込
み
は
。

答
①
総
合
体
育
館
の
長
寿
命
化
改
修
工

事
と
合
わ
せ
て
中
曽
根
小
を
除
く
小
中
学

校
は
令
和
６
年
６
月
か
ら
令
和
７
年
７
月

頃
に
工
事
を
完
了
。
中
曽
根
小
は
令
和
７

年
度
中
に
行
う
計
画
で
あ
る
。

②
埼
玉
県
が
当
該
補
助
対
象
を
拡
大
し
た

こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
ま
だ
不
十
分
。
本

来
は
政
府
で
担
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

③
本
市
の
農
業
の
「
新
た
な
顔
」
と
な
る

農
業
パ
ー
ク
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　
　
①
減
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

　
９
回
目
と
な
る
北
谷
小
で
の
、
よ
り
実

践
的
な
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
。

②
避
難
所
の
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か
け

て
、
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
12
校
の
学

校
体
育
館
と
総
合
体
育
館
に
順
次
、
空
調

設
備
の
整
備
計
画
に
お
い
て
重
視
す
る
点

は
。

答
①
能
登
半
島
地
震
に
職
員
を
派
遣
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
検
討
し
、
よ
り
実
践
的

に
そ
し
て
地
域
全
体
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

う
な
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
て
い
き
た
い
。

②
災
害
時
の
対
応
を
一
番
に
考
え
緊
防
債

を
活
用
し
、
美
南
小
学
校
を
除
く
11
校
は

Ｌ
Ｐ
Ｇ
使
用
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。
美
南

小
学
校
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
導
入
が
難
し
い
立
地

条
件
の
た
め
電
気
式
を
設
置
。
今
年
度
か

ら
着
手
し
来
年
夏
に
工
事
完
了
予
定
。

　
　
吉
川
駅
北
側
地
域
周
辺
の
治
水
対
策

の
今
後
の
取
り
組
み
と
水
防
セ
ン
タ
ー
建

設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
河
川
改
修
、
放
水
路
の
整
備
は
国
に

し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
内
水

を
排
水
で
き
る
か
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

新
し
い
ポ
ン
プ
の
購
入
な
ど
し
っ
か
り
決

め
て
実
施
を
し
て
い
く
。
水
防
セ
ン
タ
ー

は
、
平
時
は
観
光
、
減
災
教
育
の
場
な
ど

に
活
用
。
あ
ま
り
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う

設
備
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問
日
本
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
の

課
題
と
対
策
、
吉
川
市
農
業
パ
ー
ク
構
想

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
農
業
に
魅
力
が
な
く
、
儲
か
ら
な
い

な
ど
の
理
由
か
ら
、
若
者
は
後
を
継
が
な

い
。
課
題
は
こ
こ
を
変
え
て
い
く
こ
と
。

農
業
パ
ー
ク
は
、
新
し
い
農
業
を
示
す
こ

と
で
、
後
継
者
確
保
に
繋
が
れ
ば
よ
い
。

　
　
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
に
整
備
予
定
の
新
た
な

子
ど
も
の
一
体
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
整
備
を
さ
れ
る

の
か
、
市
の
考
え
は
。

答
今
後
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
を
一
体
的
に
整
備
し
て
ゆ
き

た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
に
限
ら
ず
、

保
護
者
や
高
齢
の
方
々
も
そ
こ
に
集
え
る

よ
う
な
、
東
口
の
大
き
な
顔
と
な
る
よ
う

な
も
の
に
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
「
商
業
業
務
ゾ
ー
ン
北
側
街

区
」
に
お
け
る
開
発
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

答
次
世
代
型
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
医

療
法
人
社
団
葵
会
か
ら
は
、
病
床
数
２
２

４
床
の
総
合
病
院
の
計
画
が
提
出
さ
れ
た
。

公
明
党

　
吉
川
市
議
団

五
十
嵐 

惠
千
子

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
吉
川

赤
出
川
　
義
夫

日
本
共
産
党

　
吉
川
市
議
員
団

遠
藤
　
義
法

未
来
会
議

　
よ
し
か
わ

戸
田
　
馨

問 問

問 問
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委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案

総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆�

吉
川
市
水
道
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
料
金
改
定
の
周
知
方
法
、
石
綿

管
に
つ
い
て
料
金
算
定
期
間
の
５

年
間
で
ど
の
ぐ
ら
い
布
設
替
え
が

で
き
る
の
か
。

　
5
月
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
8
月

に
水
道
広
報
紙
を
発
行
し
て
市
民

へ
周
知
す
る
。
令
和
14
年
度
ま
で

の
10
年
間
に
41
億
円
で
約
22
㎞
と

い
う
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
一
般
会
計
予
算

　
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
配
信
の
頻
度
や
回
数
に
伴
う
使

用
料
へ
の
影
響
、
開
始
時
期
は
。

　
ゴ
ミ
の
収
集
日
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
情
報
や
事
業
案
内
が
主
た
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
配
信
頻
度
は
１
日
あ
た
り
何
件

か
を
想
定
し
て
い
な
い
が
、
過
度

な
配
信
等
に
伴
い
利
用
者
側
で
ブ

ロ
ッ
ク
や
通
知
オ
フ
さ
れ
て
し
ま

う
懸
念
が
あ
る
。
そ
う
し
た
点
も

考
慮
し
た
発
信
を
心
が
け
て
い
き

た
い
。
使
用
料
は
月
額
使
用
料
の

た
め
変
わ
ら
な
い
。
最
短
で
8
月

頃
に
運
用
開
始
を
考
え
て
い
る
。

　
電
気
の
調
達
で
は
初
め
て
リ

バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、

安
価
に
調
達
で
き
る
と
承
知
し
て

い
る
。
新
た
な
入
札
制
度
の
今
後

の
課
題
は
。

　
令
和
5
年
度
は
東
埼
玉
資
源
環

境
組
合
の
売
電
先
か
ら
調
達
、
令

和
6
年
度
も
検
討
し
た
が
、
市
場

価
格
よ
り
高
額
だ
っ
た
た
め
リ

バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
。

電
気
の
小
売
業
者
は
、
自
社
の
発

電
よ
り
も
電
力
市
場
か
ら
の
調
達

が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
指
摘
の

よ
う
な
過
度
な
競
り
下
げ
は
発
生

し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
水
道
事
業
会
計
予
算

　
営
業
収
益
に
つ
い
て
、
料
金
引

き
上
げ
の
影
響
は
ど
の
く
ら
い
の

見
込
み
か
。
供
給
単
価
が
令
和
5

年
度
よ
り
も
下
が
っ
た
理
由
は
。

　
料
金
改
定
の
影
響
は
、
税
込
み

約
９
８
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。
供
給
単
価
は
、
給
水

収
益
と
有
収
水
量
に
よ
っ
て
算
出

さ
れ
る
の
で
、
有
収
水
量
の
変
動

な
ど
か
ら
微
減
と
な
っ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆�

吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
が
増

え
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
市

が
示
す
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
か
ら
の
推
移
は
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
は
44
万
２
０
０
円
、
令
和
３

年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
は
43
万
３

０
０
円
、
令
和
５
年
度
は
、
45
万

８
０
０
円
、
令
和
６
年
度
は
今
議

会
上
程
案
に
基
づ
い
た
試
算
額
49

万
２
５
０
０
円
で
あ
る
。

　
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
国
民

健
康
保
険
制
度
で
あ
る
が
、
負
担

が
増
え
る
こ
と
で
生
活
を
苦
し
め

て
い
る
と
感
じ
る
。
市
の
見
解
は
。

　
国
保
財
政
を
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、
必
要
な
歳
入

を
確
保
し
な
が
ら
、
収
支
を
均
衡

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
国

保
が
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
に
対
し
て

更
な
る
財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

お
り
、
市
と
し
て
行
う
べ
き
と
こ

ろ
は
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
介
護
人
材
の
不
足
が
一
番
の
問

題
だ
と
思
う
。
介
護
人
材
を
底
上

げ
し
て
、
市
内
で
働
い
て
も
ら
う

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
、
庁
内
で
議
論
や

検
討
な
ど
の
機
運
は
あ
る
か
。

　
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
県
と
連
携
し
て
介
護

人
材
に
特
化
し
た
就
職
の
説
明
会

な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
部
門
や
保
育
部
門
と
連
携

し
て
福
祉
人
材
の
就
職
を
募
集
す

る
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
一
般
会
計
予
算

　
給
食
食
材
購
入
事
業
で
、
令
和

　
議
案
や
請
願
は
詳
細
に
審
査
す
る
た
め
、
担
当
常
任
委
員
会
に
委
ね
ら

れ
、
専
門
的
に
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
審
査
内
容
を
各
常
任
委
員
長
が
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会報告を行う赤出川委員長
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６
年
度
予
算
の
中
で
物
価
高
騰
分

の
補
助
額
は
い
く
ら
か
。

　
物
価
高
騰
分
と
し
て
は
、
令
和

５
年
度
と
同
様
に
10
％
分
を
見
込

ん
で
い
る
。
金
額
と
し
て
は
３
５

０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
（
２
号
調
整
池
）

　
変
更
理
由
の
地
盤
改
良
の
減
少

と
は
具
体
的
に
説
明
を
。

　
２
号
調
整
池
か
ら
上
第
二
大
場

川
へ
雨
水
を
排
出
す
る
た
め
の
吐

き
出
し
口
の
上
下
流
10
ｍ
ず
つ
の

地
盤
改
良
を
本
工
事
で
実
施
し
、

そ
れ
以
外
の
部
分
は
、
河
川
事
業

に
お
い
て
整
備
す
る
計
画
と
し
て

い
た
が
、
隣
接
す
る
先
行
工
事
で

実
施
し
た
地
盤
改
良
が
、
本
工
事

で
整
備
す
る
範
囲
内
に
一
部
食
い

込
ん
で
い
る
た
め
減
額
を
す
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
駅
前
広
場
）

　
地
盤
改
良
材
を
減
工
し
た
理
由
、

ベ
ン
チ
を
増
工
し
た
理
由
、
喫
煙

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
よ
る
効

果
は
ど
う
か
。

　
地
盤
改
良
材
に
つ
い
て
は
、
バ

ス
シ
ェ
ル
タ
ー
基
礎
部
を
行
う
。

現
場
発
生
土
を
試
験
配
合
し
た
と

こ
ろ
、
地
盤
改
良
材
が
設
計
数
量

よ
り
少
な
く
て
も
指
定
の
強
度
が

で
き
た
の
で
減
額
す
る
も
の
。

　
ベ
ン
チ
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

喫
煙
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
配
置
位

置
の
協
議
を
行
っ
て
い
た
が
位
置

が
確
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
余

剰
地
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
ベ
ン

チ
を
２
基
増
や
す
工
事
を
行
う
。

　
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
受
動
喫

煙
を
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
た
め
、

副
流
煙
が
歩
行
者
へ
流
れ
て
い
か

な
い
よ
う
設
置
を
行
う
。

　
喫
煙
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
屋

根
が
あ
る
の
か
。
空
気
清
浄
機
な

ど
は
必
要
な
い
の
か
。

　
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
吉
川
美
南

駅
西
口
と
同
様
で
屋
根
は
な
く
、

歩
行
者
に
煙
が
直
接
あ
た
ら
な
い

よ
う
、
出
入
口
か
ら
煙
が
出
に
く

い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

令
和
５
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
８
号
）

　
令
和
５
年
度
の
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
の
件
数
は
。

　
耐
震
診
断
補
助
２
件
、
耐
震
改

修
補
助
１
件
。

賛
成
全
員
で
可
決

本
会
議
で
の
議
案
質
疑
を

　
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す

バ
ス
路
線
の
新
設

問
　
新
規
バ
ス
路
線
の
吉
川
美

南
駅
東
口
―
市
役
所
線
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
ル
ー
ト
を
決

め
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
バ
ス
事
業
者
が
市
の
要
望

や
採
算
性
、
安
全
性
や
現
行
の

バ
ス
路
線
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
運
行
ル
ー
ト
を
判
断
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
導
入

問
　
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
の
内
容

と
考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
は
、
利

用
者
自
身
が
配
信
を
希
望
す
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
（
ご
み
の
収
集
・

イ
ベ
ン
ト
・
防
犯
等
）
を
選
択

し
、
市
か
ら
利
用
者
の
年
代
や

住
ま
い
の
地
域
に
応
じ
た
配
信

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
情
報
発
信

を
市
か
ら
利
用
者
へ
プ
ッ
シ
ュ

型
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
役
所
旧
庁
舎
跡
地
の
活
用

問
　「
吉
川
市
庁
舎
跡
地
福
祉

の
拠
点
整
備
基
本
構
想
」
施
設

整
備
方
針
に
「
民
間
活
用
」
を

図
る
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的

な
構
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
施
設
整
備
に
向
け
た
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
市
民
の
誰
も
が
つ

な
が
り
、
く
ら
し
を
支
え
る
福

祉
の
拠
点
」
と
し
、
整
備
手
法

は
民
間
事
業
者
の
活
力
を
最
大

限
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
方
針
と
し
て
定
め
た
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
施
設
」、「
生
活
利
便

施
設
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
」
な
ど
の
機
能
は
民
間
事

業
者
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

委員会報告を行う吉川委員長

委員会報告を行う大泉委員長
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◆�

吉
川
市
介
護
福
祉
総
合
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田
　
き
よ
み

　
寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
は
令

和
２
年
度
４
名
、
３
年
度
５
名
、

４
年
度
６
名
が
利
用
。
令
和
４
年

度
の
委
託
料
は
約
５
万
円
。
少
数

で
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
方
が
い
る
。
廃
止
す
る

べ
き
で
は
な
い
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
令
和
７
年

度
か
ら
日
中
独
居
者
は
対
象
外
と

す
る
提
案
。
虚
弱
・
要
介
護
者
を

一
人
家
に
残
し
、
仕
事
に
出
か
け

る
家
族
の
安
心
を
支
え
る
大
切
な

事
業
。
市
の
事
業
へ
の
信
頼
感
も

大
き
い
。
日
中
独
居
者
を
対
象
外

と
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
介
護
保
険
料
改
定
に
つ
い
て
は
、

丁
寧
に
慎
重
に
検
討
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、
市
民
に
と
っ
て
重
い
負

担
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

　
介
護
保
険
財
政
の
半
分
を
保
険

料
で
賄
う
財
政
構
造
に
限
界
が
あ

る
。
国
の
負
担
割
合
増
が
必
要
。

◆�
吉
川
市
水
道
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
２
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

遠
藤
　
義
法

　
水
道
料
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

52
％
の
方
が
「
現
状
の
ま
ま
、
変

え
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
意
見
で

す
。
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
改
修

や
石
綿
管
の
布
設
替
え
な
ど
を
す

べ
て
水
道
料
金
で
ま
か
な
う
こ
と

に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
能
登
半

島
地
震
で
の
被
害
拡
大
は
、
こ
れ

ら
の
要
因
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
人
の
命
や

健
康
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
の
目
的
に
は
、「
清
浄

に
し
て
豊
富
で
低
廉
な
水
の
供
給

を
図
り
…
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
性
が
強
い
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、

市
の
出
資
や
利
用
者
へ
の
減
免
制

度
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
今
回

の
値
上
げ
に
は
何
の
手
立
て
も
取

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

―
　
賛
　
成
　
討
　
論
　
―

未
来
会
議
よ
し
か
わ

戸
田
　
馨

　
水
道
事
業
者
が
財
政
的
に
持
続

可
能
な
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

必
要
が
あ
り
、
水
道
料
金
の
改
定

で
収
入
の
増
加
や
経
営
の
健
全
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
自
明
で
あ

る
。
水
道
料
金
の
適
正
な
設
定
は
、

将
来
世
代
に
対
す
る
適
切
で
安
定

的
な
水
道
事
業
の
提
供
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
料
金
改
定
に
よ
り
、
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
や
改
善
が
し
っ
か

り
と
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り

安
全
で
信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業

の
継
続
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
水
道
事
業
は
住
民
に
と
っ
て
最

も
身
近
で
不
可
欠
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
適
切
な
料
金
体
系
を

維
持
す
る
こ
と
で
、
公
営
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
料
金
改
定
に
よ
る
財

源
の
確
保
は
必
須
と
考
え
る
。

◆�

吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田
　
き
よ
み

　
市
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
示
し

て
い
る
ケ
ー
ス
、
世
帯
主
（
42
歳
、

所
得
３
０
０
万
円
）、
妻
（
38

歳
、所
得
な
し
）、子
２
人
（
学
生
、

所
得
な
し
）
の
場
合
の
国
保
税
は
、

平
成
30
年
度
～
令
和
元
年
度
44
万

２
０
０
円
。
令
和
５
年
度
45
万
８

０
０
円
。
今
回
提
案
さ
れ
た
の
は

49
万
２
５
０
０
円
。
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
は
言
え
、
ど
う
や
っ
て
暮
ら

し
て
い
け
ば
良
い
の
か
。

　
標
準
保
険
税
率
で
本
来
求
め
ら

れ
て
い
る
国
保
税
は
56
万
９
５
０

０
円
。
今
は
激
変
緩
和
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
た
め
49
万
２
５
０
０

円
の
負
担
だ
が
、
令
和
９
年
度
に

は
標
準
保
険
税
率
通
り
の
56
万
９

５
０
０
円
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
命
を
守
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
が
、
逆
に
市
民
の

暮
ら
し
を
追
い
詰
め
て
い
る
。
と

て
も
現
実
的
な
も
の
で
は
な
い
。

◆
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

　
５
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤
　
義
法

　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
と
い

う
姿
勢
が
行
政
で
は
と
り
わ
け
大

事
で
す
。
外
出
支
援
策
で
は
、
市

街
地
の
方
で
も
交
通
弱
者
の
方
は

多
く
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
ま
す
。
補
聴
器
購
入
助
成
を

求
め
る
声
に
対
し
て
も
後
ろ
向
き

で
す
。
介
護
保
険
制
度
も
、
高
齢

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
廃
止
や
見
直
し

が
行
わ
れ
、
日
常
生
活
が
不
安
視

さ
れ
ま
す
。
生
活
道
路
舗
装
等
で

は
、
補
修
箇
所
や
順
番
な
ど
年
度

当
初
に
明
ら
か
に
し
、「
見
え
る

討
　
論
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化
」
を
図
る
こ
と
で
、
市
民
の
信

頼
と
満
足
度
が
得
ら
れ
ま
す
。
市

に
は
正
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職

員
が
働
い
て
い
ま
す
。
公
平
、
公

正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

う
え
で
、
ま
た
、
公
務
員
労
働
と

し
て
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

―
　
賛
　
成
　
討
　
論
　
―

平
和
市
民
ク
ラ
ブ

岩
田
　
京
子

　
多
く
の
事
業
が
留
ま
る
こ
と
な

く
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
市
庁
舎
に
続
き
、
学
校
で

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
一
番
の
環
境

教
育
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。
そ

の
他
、
治
水
対
策
、
子
ど
も
支
援
、

調
整
地
域
に
向
け
た
対
策
等
、
市

民
の
声
を
聞
く
努
力
、
そ
し
て
全

体
を
見
渡
し
、
果
敢
に
挑
戦
す
る

姿
が
予
算
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
、
吉

川
駅
北
口
改
修
等
、
い
く
つ
か
の

指
摘
事
項
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
、

賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

未
来
会
議
よ
し
か
わ

戸
田
　
馨

　
過
去
の
予
算
に
対
す
る
実
績
や

負
債
の
状
況
、
現
在
の
収
入
と
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
、
将
来
の
収
入
見

通
し
な
ど
、
財
政
面
に
お
い
て

し
っ
か
り
と
し
た
評
価
を
さ
れ
た

中
、
健
全
性
の
確
保
と
目
標
や
制

約
等
を
明
確
に
し
た
内
容
で
あ
り
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
吉
川
市
の
目
指

す
方
向
性
に
合
わ
せ
て
、
具
体
的

な
政
策
目
標
を
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
と
向
上
に
資
す
る
施
策
の
ほ

か
、
地
域
社
会
の
発
展
、
市
民
の

生
活
向
上
、
教
育
環
境
の
整
備
、

福
祉
へ
の
取
り
組
み
、文
化
芸
術・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
、
都
市
基
盤
整
備
、
開
発

等
、
し
っ
か
り
と
理
念
を
打
ち
立

て
る
中
で
の
施
策
が
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
吉
川
市
全
体
の
利
益

に
資
す
る
予
算
内
容
と
考
え
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
吉
川

菊
名
　
克
典

　
特
に
評
価
す
る
事
業
を
述
べ
る
。

　
①
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ

職
員
を
応
援
派
遣
し
、
そ
こ
で
得

た
経
験
を
減
災
力
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
。ま
た
、減
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
こ
の
経
験
を
最
大
限
に

活
用
し
、
よ
り
実
践
的
に
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　
②
江
戸
川
河
川
事
務
所
へ
放
流

量
の
増
加
に
つ
い
て
お
願
い
し
、

認
め
ら
れ
、
着
実
に
押
し
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。

　
③
多
様
な
児
童
生
徒
に
対
応
し

た
場
や
仕
組
み
を
用
意
し
、
提
供

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
中
、
校
内

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の

設
置
を
通
し
て
、
生
徒
が
よ
り
良

い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
期

待
す
る
。

　
④
市
内
の
祭
り
を
文
化
財
展
の

テ
ー
マ
と
し
て
行
う
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
や
自
治
力
・
防
災
力

に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

公
明
党
吉
川
市
議
団大

泉
　
日
出
男

　
施
政
方
針
の
重
点
テ
ー
マ
「
命

を
守
る
」
に
つ
い
て
、
避
難
所
に

な
り
う
る
小
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
が
、
浸
水
や
停
電
に

耐
え
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
点
を

評
価
。
公
明
市
議
団
が
強
く
要
望

し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
の
プ
ッ

シ
ュ
型
配
信
の
導
入
、
平
時
を
含

め
市
の
情
報
発
信
が
強
化
さ
れ
る

点
も
評
価
。「
子
ど
も
の
笑
顔
を

未
来
に
つ
な
ぐ
」
で
は
、
昨
年
の

市
議
団
の
要
望
書
を
受
け
、
子
ど

も
医
療
費
の
対
象
を
18
歳
ま
で
拡

充
す
る
と
し
て
、
英
断
を
評
価
。

未
来
を
切
り
拓
く
力
を
培
う
学
校

教
育
充
実
の
不
登
校
支
援
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
中
間
的
な
居
場
所
「
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
の
設
置

を
推
進
す
る
と
し
て
評
価
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
市
民
の
幸
福

実
感
向
上
に
つ
な
が
る
と
し
て
、

賛
成
と
す
る
。

◆�

令
和
６
年
度
吉
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

　
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田
　
き
よ
み

　
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
分
析
で
は
、

訪
問
介
護
事
業
所
の
36
・
７
％
は

収
支
差
率
０
％
未
満
で
赤
字
経
営
。

収
支
差
率
の
平
均
は
7.8
％
だ
が
、

中
央
値
は
4.2
％
。
１
カ
月
の
訪
問

件
数
が
４
０
０
件
以
下
の
事
業
所

は
１
％
台
。
一
方
２
０
０
１
回
以

上
の
事
業
所
は
13
％
で
、
集
合
住

宅
併
設
型
や
都
市
部
の
大
手
事
業

所
が
平
均
値
を
吊
り
上
げ
て
い
る
。

　
市
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
は
８

カ
所
。第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
あ
る
令
和

５
年
度
の
訪
問
介
護
件
数
は
約
７

５
０
０
件
。
平
均
１
事
業
所
あ
た

り
九
百
数
十
件
で
あ
り
、
月
２
０

０
１
回
以
上
を
訪
問
す
る
大
手
事

業
所
は
吉
川
市
に
は
な
く
、
ほ
と

ん
ど
の
事
業
所
が
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

市
内
訪
問
介
護
事
業
所
の
経
営
状

況
を
調
査
・
把
握
す
る
べ
き
。
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答えて市長！
一般質問

一般質問

生活困窮者への
学習支援について　

加藤　克明
問 対象年齢を小学校６年生から３年生まで拡げた理
由は。
答 小学校高学年から、算数を中心に応用力が求めら
れ一段階難しくなっている。中学年のうちから、つま
ずかないために支援を行っていく。
問 児童館ワンダーランドで実施する理由は。
答 宿題レスキューの取り組みや施設の機能面等から
開催場所として最適であると判断した。

◆タクシー利用料金補助事業について
問 市街化調整区域にお住まいの75歳以上の高齢者
に一部補助（対象外有）を行っているが、現時点で料
金補助を受けられる資格のある方の人数、実際に受け
ている方の人数。対象を市街化区域までに拡げる考え
はあるか。
答 令和６年１月末現在で2,203人おり、そのうち
1,017人。福祉的な移動サービス、住民ボランティア
による移動支援などに事業推進を図っている状況など
から、予定はしていない。

被災した建築物における
二次災害防止の市の対応

菊名　克典
問 吉川市が被災した場合、「応急危険度判定士」「被
災宅地危険度判定士」を含めた本部は、どのような対
応が必要か。
答 判定実施本部では、実際の判定作業は行わないも
のの、判定士の確保のほか、判定士の受け入れやグルー
プ分け、判定場所の指示や集計など、判定の取り組み
を理解した職員の対応が必要になると考える。

◆災害時の対応について
問 避難生活が長期化していく中で、飲料水の他にも
トイレや洗濯などの生活用水を確保していくことが重
要である。特にトイレの問題は顕著であるが、井戸を
活用した生活用水の確保のほかに、どのような対策な
どが考えられるか。
答 お風呂や洗濯機を活用した水の汲み置き、雨水を
活用した備えの周知啓発に努めていく。また、現在各
避難所では災害用便槽・仮設トイレを備えているが、
下水道が使えない時は水洗トイレが使えないため、衛
生面が課題である。市民の方には備蓄トイレの備えを
呼び掛けていきたい。

　一般質問とは、議員が広く自治体の事務一般を対
象として、執行の状況、将来の方針を執行機関であ
る市に問いただすものです。質問の範囲は、市の行
財政全般のほか、地域で住民生活に密接している事
項など多岐にわたっています。

　今定例会では、３月18日(月)、19日(火)、21日(木)の３日間にわたり12名の議員が
市政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせします。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で閲覧できますが、今定例会の会議録の提供は、
６月上旬となる予定です。
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治水対策について

小野　潔
問 吉川駅北口周辺地域浸水被害対策に寄与する共保
ポンプ場の増強の内容。江戸川河川事務所が認めた中
川放流の流量、軽減される想定、運用までの期間、事
業費、国庫補助は。
答 新たに横型ポンプ２台を増設して現在毎秒4.4㎥
の放流能力を5.84㎥まで上げる。
１時間当たり55ｍｍの雨量を想定し47㎝の冠水が８
㎝まで軽減できる予想、今後１年くらいかけて県と下
水道計画を協議し設計、工事へとの流れ。工事費はポ
ンプ場の増強で約16億円、６か所の管渠の布設替えで
約６億円、国の補助金等は様々なメニューを充当する。

問 ①南中周辺冠水軽減策、中央公民館周辺の調整池
の検討。②道路浸水センサーの設置を。
答 ①有効手段と考えている。②本年吉川駅北口周辺
を中心に20機の冠水センサー設置予定。

問 中川の水を江戸川へ送る新規放水路について、私
案では新三郷流山有料橋から中川へ向かって計画のあ
る都市軸道路の下へ16号の下の外郭放水路同様の第
二外郭放水路の設置を国会議員へ提案している。市か
らも積極的な提案を。
答 市でも様々検討し国へ提案していく。

命にも関わる気候危機

岩田　京子
気候危機対策が待ったなしの中で、庁舎に続き、学校
でも再生可能エネルギーが導入される。吉川市エネル
ギービジョンでも謳う「再エネ」「創エネ」「省エネ」
の対策について問う。
問 学校では教室にエアコンが導入。今後、体育館へ
も導入予定。電気使用量の変化は。
答 正式な比較は難しいが、教室は約35％増。体育館
は12％増を見込んでいる。

問 省エネ対策は、学校の環境教育に住宅メーカーが
入っているが、生徒とのワークショップによる断熱化
（断熱DIY）の可能性は。
答 照明器具のLED化。2050年までに全て学校施設
が中規模修繕、長寿命化改修をむかえるので効率的に
断熱化を図りたい。断熱DIYは教育的効果・啓発効果
にウェイトがある。今のところ学校側からの要望はな
く、実施予定はない。

問 東埼玉資源環境組合の分担金がこれまでの3億円
弱から新年度4億6千万円。今後、倍増が見込まれ、
警鐘が鳴っている。市民とどのように共有し、ごみ減
量政策を行うか。
答 各家庭の協力が不可欠。ＬＩＮＥを導入し、プッ
シュ型で周知啓発していきたい。

自治会の負担軽減について

大泉　日出男
問 地域事情によって異なるが、市役所から自治会へ
の連絡等は、どのようなタイミングで実施しているの
か。今後は極力窓口を一本化すべきだと思うがご所見
を伺う。
答 本年3月から各課から自治会への依頼を市民参加
推進課で取りまとめし、送付するよう改めた。窓口の
一本化については、自治会から相談を受けた際に担当
課へスムーズにつなげるようしっかりサポートをする。
問 総務省モデル事業で、担い手不足、回覧板の煩雑
さ、地域とのつながり、高齢者の社会的孤立の課題解
決のためのＳＮＳアプリ「いちのいち」の実証実験が
スタート。当市での活用についてご所見は。
答 国の実証実験の成果をみていくとともに引き続
き、必要な情報提供や支援に努める。

◆ラッピーカードについて
問 取り組みと今後の課題については。
答 イベント実施やバスツアーなどを企画し加盟店の
周知や販売促進に取り組んでいる。課題は高齢化や廃
業で加盟店が減少していること。

犯罪被害者支援条例
設置の考えは

雪田　きよみ
問 1月21日付朝日新聞埼玉版に「犯罪被害者支援条
例道半ば」と題した記事が大きく掲載された。県内
63自治体の中で24自治体がこの条例を未設置。特に
吉川市と越谷市は、設置を「検討していない」自治体
だと指摘された。市の現状及び設置の考えは。
答 犯罪の被害に遭われた方に寄り添った支援が必要
と認識し、「犯罪被害者支援総合的対応窓口」を設置。
条例については警察署長と意見交換、埼玉県・埼玉県
警察主催の勉強会や研修会に参加。県内自治体の状況
等、情報収集を行ってきた。令和4年度に1件、支援を
行った。今後も他自治体の情報を収集し、考えていく。

◆安全な道路環境の整備を
問 県道吉川松伏線、吉川駅以南（ラーメン店前）に
信号機の増設を求める声が寄せられている。信号や歩
道橋までの距離が遠いため、車の往来を見計らいなが
ら渡る人も多く、非常に危険。市の見解は。
答 住宅地への通過車両の進入による環境悪化、交通
事故等誘発する懸念があり、困難。
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補聴器購入費
助成制度導入を

飯島　正義
問 加齢性難聴者への補聴器購入費助成制度に取り組
む自治体が、この１年で約２倍に増えています。令和
４年に「加齢性難聴者の補聴器購入に市の助成を求め
る請願」が議会で採択されています。検討の経過につ
いて問います。
答 比較的安価な集音器も販売され、性能は劣るが一
定の効果は認められています。加齢性の中度、軽度の
難聴の度合いは、適切な金額を定めることが困難。補
助具を選ぶのは各自の判断になるため、公費を使って
の助成は行いません。

♦大沢元埼玉県知事居宅跡地の公園整備は
問 令和６年度施政方針では、「自然を身近に感じな
がら憩い、遊ぶことのできる場として、また環境教育
の場としての整備を進める」と述べています。今後の
整備計画を伺います。
答 広場ゾーン、多彩樹木ゾーン、教育学習ゾーンを
創る計画をしたところです。令和６年度中に一部供用
開始に向けて整備を行います。令和７年度中に遊具や
休息施設、トイレの設置やその他、園路等の整備を行
い、全面供用開始を予定しています。

次世代につなぐ
農業を目指して

岩崎　小百合
農業従事者が激減し、担い手不足や耕作放棄地問題の
解決が喫緊の課題である。一方、農業に関心を持ち新
規就農を目指す人も確実に存在している。農業従事者
の中には子や親族ではなくても、やる気と熱意のある
方がいれば、田畑や機械を貸したり譲ったりしたい、
自分が長年、培ってきた技術を教えたいと思っている
方もいらっしゃる。都市近郊という強みを活かし新規
就農希望者を的確に受け止め、市での営農へとつなげ
る取り組みの現状と課題について。
問 令和5年度の新規就農相談件数と、新規就農相談
の聞き取り方法、農業従事者への橋渡しの対応方法と
その内容について伺う。
答 2月末までで6件の相談があった。窓口で相談カー
ドに沿い丁寧に聴き取り、制度の紹介や農地の斡旋や
栽培技術指導のため、農業委員や農業者等に加わって
いただき対応している。

問 今後、有機農業に関する新規就農相談が増えてく
ると予想されるが、職員研修の実施は。
答 有機農業に係る基本的な事項や、国・県等の動き、
市内の現状等の把握に努め、担当所管内で情報共有を
行っている。

いじめ防止対策の確実なる
共有・実施を

吉川　敏幸
問 『吉川市いじめの防止等のための基本的な方針』
の中で規定されている「学校が実施する施策」が実行
されるため、教育委員会としてどのような取り組みを
行っていくのか伺う。
答 教育委員会としては、市および各学校のいじめ防
止基本方針に定められた取り組みが確実に実行される
よう校長会等で教育長から指示している。さらに、ス
クールロイヤーによるいじめ防止に係る研修を全教員
を対象に実施している。来年度以降は、より計画性を
しっかりと確認して、具体的な策が確実に実行される
よう指導・助言していく。

◆誰も取り残さない社会へ
問 明石市や神奈川県のように、吉川市も今まで以上
にあらゆる施策で障がい者やそのご家族を審議会等に
加え、意見を反映すべきと考えるが、市の見解を伺う。
答 障がい者やそのご家族につきまして、障がい者計
画策定委員会や障がい者の地域での生活を考える検討
会議などに加わっていただいている。今後も適切な人
材参加に努める。

LGBT理解増進法について

宮窪　雅一
問 吉川市としてＬＧＢＴ理解増進法をどのように認
識し、取り組んでいるか。
答 様々な人権施策の一環として考えており、予算に
関しても人権施策全般の予算としてであり、性の多様
性に特化したものではない。令和４年２月からパート
ナーシップ宣誓制度を導入しており、今後はファミ
リーシップ制度の導入を進めて行く考え。

問 包括的性教育についての小中学校での指導内容
は。
答 児童生徒の発達段階を踏まえ、体育科の保健領域
を中心に理科や道徳等関連する分野も含め、教育活動
全体を通じて指導している。価値観を押し付けたり、
性の自認を強く迫ったりする指導は行ってはいない。
今後も学習指導要領に基づき保護者や地域の理解を得
ながら進めていく。
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市内保育施設における
意見書・登園届の見直しを

林　美希
問 感染症罹患後の登園開始の際、感染症の種類に
よって医師記入の「意見書」、保護者記入の「登園届」
を提出することが市内保育所で一律必要となってい
る。書類提出のため、症状が改善した後に病院へ行き
診断を受けなければならない。感染拡大防止のため一
定の線引きは必要と考えるが、「感染症流行時のさら
なる医療逼迫への懸念」、「待合室で違う病気に感染す
る不安」の声をいただいた。登園目安の基準を満たせ
ば、症状改善後の受診を不要としている自治体もある
（例：東京都豊島区保育施設様式「インフルエンザ・
新型コロナウイルス感染症届」）。保育所の安全の担保、
こどもと保護者負担の軽減、医療逼迫の緩和、これら
を勘案しながら、意見書・登院届の内容の見直しを求
めるが見解は。

答 複数の自治体でこのような取り扱いをしている例
を確認した。それら自治体から直接意見などを確認し
メリット・デメリットを整理していく。この取り扱い
に関しては市内全ての認可保育所の合意の下で行って
いくことが肝要なので、保育園連絡協議会と話をして
いきたい。

吉川駅北側周辺地域、
須賀・榎戸地域の冠水対策は

遠藤　義法
問 市は、吉川駅北側周辺地域の冠水対策として、共
保雨水ポンプ場に水中ポンプの増設を決めました。今
後埼玉県と雨水排水量の協議を進めますが、排水ポン
プ稼動までのスケジュールを伺います。須賀・榎戸地
域の治水対策として排水路のしゅんせつが必要であ
り、計画は。
答 埼玉県との協議には1年程度の期間が必要です。
決定後はできるだけ早くポンプ増設の事業に取りかか
る考えです。須賀地域の排水路は須賀自治会館から
195ｍの延長を６月までにしゅんせつする計画です。
榎戸地域の排水路の土砂の堆積は10㎝程度で、流れ
を阻害する状況にはないのでしゅんせつの計画は現在
ありません。

◆施設改修で長期の利活用を
問 中央公民館、保健センターなどの施設改修、長寿
命化計画の内容を伺います。
答 施設改修は計画どおりに進んでいます。来年度は、
中曽根小体育館のエアコン設置と長寿命化工事を実施
します。保健センター、中央公民館などの改修は、建
物の劣化状況を見て判断し、計画を立てます。
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≪市長提出議案≫

吉川市介護福祉総合条例の一部を改
正する条例 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市水道給水条例の一部を改正す
る条例 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市こども発達センター条例の一
部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市子ども医療費支給に関する条
例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市ひとり親家庭等の医療費の支
給に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市手数料条例の一部を改正する
条例 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準等を定める条例等の一部を改正す
る条例

可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市水道事業の設置等に関する条
例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市一般会計補正予算
（第８号） 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市介護保険特別会計
補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市吉川美南駅東口周
辺地区土地区画整理事業特別会計補
正予算（第３号）

可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市下水道事業会計補
正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、―＝退席
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ホームページ、ぜひ、ご利用ください！

　市のホームページでは、意見書の全文や

本会議の会議録、議会活動などがご覧いた

だけます。ぜひ、ご利用ください。

議
決
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果

セレクト 共産 公明 平和 自民 未来 無 無 無
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令和６年度吉川市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市国民健康保険特別
会計予算 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市介護保険特別会計
予算 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市後期高齢者医療特
別会計予算 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市吉川美南駅東口周辺
土地区画整理事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 議 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度吉川市農業集落排水事業
会計予算 可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫

地方創生に貢献するサーキュラーエ
コノミー（循環経済）の一層の推進を
求める意見書

可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域公共交通の充実発展を図り、利用者
の移動の権利を保障するための意見書 否決 × × × 議 〇 〇 ◎ × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇

金権政治を一掃することを求める意
見書 否決 × × × 議 ◎ 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × × × × ×

＊�会派名の「セレクト」は「ＳＥＬＥＣＴ吉川」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党
吉川市議団」、「平和」は「平和市民クラブ」、「自民」は「自由民主党吉川市議員団」、「未来」は「未来会議
よしかわ」、の略です。「無」は会派に属さないものです。

検 索吉川市議会

◆ご意見・ご感想をお寄せください◆
議会だよりをご覧になったご意見・ご感想をお寄せください。

〒３４２―８５０１
　吉川市きよみ野一丁目１番地
　吉川市役所　議会事務局

ＦＡＸ ：０４８（９８２）５３９１
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次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

日 月 火 水 木 金 土

本会議は10時�、�委員会は９時30分に開会します。�
本会議の様子はインターネットでもご覧いただけます。

５月31日
本会議

（開会日）

６月１日
休会日

６月２日
休会日

６月３日
休会日

（議案調査）

６月４日
本会議

（議案審議）

６月５日
委員会　

（総務健康・
こども教育）

６月６日
委員会

（建設生活）

６月７日
委員会

（請願審査）

６月８日
休会日

６月９日
休会日

６月10日
休会日

（委員長報告
　　作成日）

６月11日
本会議

（委員長報告）

６月12日
本会議

（一般質問）

６月13日
本会議

（一般質問）

６月14日
本会議

（一般質問・
　　閉会日）

傍聴時のお願い
●静粛にすること�●議場での言論に対し、拍手等により可否を表明するような行為を行わないこと
●騒ぎ立てる等議事を妨害しないこと�●携帯電話等の電子機器の電源を切ること�●係員の指示に従うこと
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～　会議録の冊子は本会議・委員会ともに次の場所で閲覧できます　～
市立図書館、視聴覚ライブラリー、中央公民館図書室、旭地区センター図書室、議会図書室、市政情報コーナー
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